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Abstract
Seals seals overseas than in Japan, which boasts a height of flawless technique to detail in fine print. Does 
Japan have increased and how these printing techniques, and seal the roots of the documents filed or where at 
the moment, “Seal Production History for 77 years”（1989）found only.
In this study, “Seal Production History for 77 years”as well as to decipher it, analyze it for the purpose of 
































当時の価格表を見ると，6 分（約 20mm）径のシールが 1 万枚で彫刻版代が 20 円，シール代が糊付で 3 円






























図 1　衣料品用の下げ札 図 2　百貨店の封緘紙




























































5cm ぐらいの楕円形のベタ 1 色で 1200 万枚位を作り，全国の住宅の門扉に貼り付けられた．それまで
NHK の受信章はアルミかステンレス板で釘打ちをしていたが，モルタル家屋や団地が多くなったため
に釘打ちができなくなったことと，集金人が釘とカナヅチを持って歩くのが大変だという理由から，持

















第 1 次シール・ワッペンブームが去った後も，依然としてセルフラベルは年率 20 ～ 30％という高い
成長率を維持する．昭和 43 年の生産実績は 25 億円，44 年には 42 億円となり，極めて高い数字を示し




















































昭和 10 年から 11 年にかけて，グリコのおまけとしてシーリング印刷の紙製品が挙げられているが，シールと断定
できていない．そのため，本稿ではセルフラベルの開発期を昭和 32 年ごろとしている．
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